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子ども手当の支給が始まった。支給件数は５，７３５件で 2 億４，９７９万５，０００円。児童手当分を含める

と総額３億４，８５１万円。年間では、１０，３７３人(６，１６１件)を対象に１４億４，７００万円が支給に。 

環境保全条例改正は、産廃処理等の新規事業者進出を抑制できるよう、新たな規制を設けるもので、地

域説明会で住民の意見がより反映できるようにすることや、緑化施設や駐車場の整備が主な内容。議案

質疑の中で、抜本対策が必要、集塵装置や屋根・外壁の設置指導を県とともに強化するよう要請。 

 

東埼玉資源環境組合(今年度予算は８２億・吉川市の負担は４億９千万円) 
 東埼玉資源環境組合は、越谷・草加・八潮・三郷・吉川・松伏の５市１町から出るごみの共同処理のた

めに作られた一部事務組合です。管内の人口は８８２，５３５人、３６６，１５４世帯。面積は 184．01k ㎡。

越谷市増林に一日に８００トンのごみを焼却する事ができる第１工場(県下最大の大型施設)があります。 

 再利用・資源化した後のごみを焼却処理。焼却時に発生する熱エネルギーを使い、ごみ発電も行い余

剰電力は売却、せん定枝・刈り草の堆肥化事業等も行っています。 

 

５市１町の｢人口｣は増加、でも｢ごみ｣は減り続けている! 

 ５市１町の人口・世帯数は増えています。平成１５年から２０年の５年間で、人口は２万６千人の増、世

帯数は３万世帯増えています。ごみの搬入量は逆に３万１千トン(11%)の減少です。つくば EX の開通や

越谷レイクタウンそして新三郷にららぽーとがオープンしましたが減少傾向は変わりません。これは、循

環型社会を目指し、ごみの減量・再資源化に市民と行政が積極的に取組んできた結果です。温暖化対策、

ＣＯ2 削減の推進や市民の協力で、今後さらに加速され可能性があります。 

 

草加市柿木に２９７トンの｢第２工場建設｣は必要か 
 組合では、草加市柿木町に焼却能力２９７トンの第２工場を建設する準備を進めています。建設費用は 

１９８億 7，600 万円。内訳は用地購入に 13 億 8，600 万、本体工事 184 億 5，200 万。完成後の管理運

営費用は 20 年間で 160 億円の見込み。今年度は用地の取得と工事の入札・発注契約等を行う予定。 

 最近では、毎日のごみの量は 700 トン以下。６月１１日(金)は搬入量７０５トン、焼却量６５８トンで１号炉

は休炉中(200ｔ×4 炉、搬入量は月・日によって変化します)でした。ごみが減り続けているのに、本当に

合計１，１００トンもの焼却施設が必要なのでしょうか。一般質問(稲垣)で質疑を重ねました。 

 

｢燃やして埋める｣から｢ごみゼロ｣のまちづくりへ 
 焼却処理には１トン当たり２７，０００円かかります。ごみが増えれば分担金も増え、危険なガスや焼却

灰等の環境汚染物質も発生。焼却は、リデュース(ごみを出さない)・リユース(再利用)・リサイクルを徹底

的に行った後やるのが、今や常識。毎日、燃やされているごみの２５%がリサイクル可能な資源ごみ。 

その６０%を減量できれば、１日１００トンごみは減ります。｢ごみゼロ｣のまちづくりへ。    (稲垣記) 
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水
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ロ
リ
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ョ
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入
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も
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道
水
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ョ
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ッ
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る
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で
、
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て
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住
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を
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し
よ
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と
い
う
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市
の
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本
的
な
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え
方
を
確
認
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る
為
、
一
般
質
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で
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り
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し
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薬
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、
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①｢
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伊
藤
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事
前
の
調
査
に
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づ
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、
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れ
ぞ
れ
多
角

的
に
質
問
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がががが

増増増増

え

て

き

た

も

の

の

え

て

き

た

も

の

の

え

て

き

た

も

の

の

え

て

き

た

も

の

の

、、、、
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千千千千

３３３３

百百百百

人

余

人

余

人

余

人

余

とととと

相

当

下

回

相

当

下

回

相

当

下

回

相

当

下

回

っ

て

い

ま

す

っ

て

い

ま

す

っ

て

い

ま

す

っ

て

い

ま

す
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駅

南

駅

南

駅

南

駅

南

やややや

武

操

跡

地

武

操

跡

地

武

操

跡

地

武

操

跡

地

でででで

児

童

児

童

児

童

児

童

、、、、

生

徒

生

徒

生

徒

生

徒

がががが

増増増増

え

る

え

る

え

る

え

る

頃頃頃頃

に

は

き

よ

み

に

は

き

よ

み

に

は

き

よ

み

に

は

き

よ

み

野野野野

な

ど

は

な

ど

は

な

ど

は

な

ど

は

大

幅

減

大

幅

減

大

幅

減

大

幅

減

に

な

に

な

に

な

に

な

る

こ

と

も

る

こ

と

も

る

こ

と

も

る

こ

と

も

想

定

想

定

想

定

想

定

さ

れ

ま

す

さ

れ

ま

す

さ

れ

ま

す

さ

れ

ま

す
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三

輪

野

江

三

輪

野

江

三

輪

野

江

三

輪

野

江

、、、、

旭

小

旭

小

旭

小

旭

小

、、、、

東

中

東

中

東

中

東

中

で

は

で

は

で

は

で

は

年

毎

年

毎

年

毎

年

毎

にににに

漸

減

漸

減

漸

減

漸

減

のののの

傾

向

傾

向

傾

向

傾

向

。。。。

おおおお

隣隣隣隣

のののの

三

郷

三

郷

三

郷

三

郷

で

は

で

は

で

は

で

は

吉

川

境

吉

川

境

吉

川

境

吉

川

境

のののの

団

地

内

団

地

内

団

地

内

団

地

内

のののの

小

学

校

小

学

校

小

学

校

小

学

校

をををを

２２２２

年

後

年

後

年

後

年

後

にににに

統

廃

合

統

廃

合

統

廃

合

統

廃

合

す

る

と

の

す

る

と

の

す

る

と

の

す

る

と

の

こ

と

こ

と

こ

と

こ

と

。。。。    

▽▽▽▽

開

発

整

備

開

発

整

備

開

発

整

備

開

発

整

備

のののの

進

展

進

展

進

展

進

展

▽▽▽▽

児

童

児

童

児

童

児

童

・・・・

生

徒

生

徒

生

徒

生

徒

のののの

推

移

推

移

推

移

推

移

▽▽▽▽

地

域

間

地

域

間

地

域

間

地

域

間

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

の

調

整

調

整

調

整

調

整

▽▽▽▽

財

政

力

財

政

力

財

政

力

財

政

力

▽▽▽▽

学

区

見

直

学

区

見

直

学

区

見

直

学

区

見

直

し

や

し

や

し

や

し

や

学

校

選

択

学

校

選

択

学

校

選

択

学

校

選

択

制制制制

――――

。。。。

幅

広

幅

広

幅

広

幅

広

いいいい

目

配

目

配

目

配

目

配

りりりり

、

「

、

「

、

「

、

「

目

測

力

目

測

力

目

測

力

目

測

力

」」」」

がががが

問問問問

わ

れ

て

い

ま

す

わ

れ

て

い

ま

す

わ

れ

て

い

ま

す

わ

れ

て

い

ま

す
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き

よ

み

き

よ

み

き

よ

み

き

よ

み

野野野野

のののの

小

学

校

新

設

中

止

小

学

校

新

設

中

止

小

学

校

新

設

中

止

小

学

校

新

設

中

止

にににに

伴伴伴伴

うううう

混

乱

混

乱

混

乱

混

乱

はははは

市

教

委

市

教

委

市

教

委

市

教

委

がががが

基

本

基

本

基

本

基

本

と

な

る

と

な

る

と

な

る

と

な

る

児

童

児

童

児

童

児

童

数数数数

のののの

推

移

推

移

推

移

推

移

をををを

見

誤

見

誤

見

誤

見

誤

っ

て

い

た

っ

て

い

た

っ

て

い

た

っ

て

い

た

（（（（

中

央

土

中

央

土

中

央

土

中

央

土

地地地地

をををを

事

実

上

度

外

視

事

実

上

度

外

視

事

実

上

度

外

視

事

実

上

度

外

視
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こ

と

が

こ

と

が

こ

と

が

こ

と

が

原

因

原

因

原

因

原

因

でででで

すすすす
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肝肝肝肝

にににに

銘銘銘銘

じ

て

の

じ

て

の

じ

て

の

じ

て

の

対

応

対

応

対

応

対

応
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新

駅

周

辺

農

地

の 

譲

渡

と

転

売

！

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い

と

う

い

と

う

い

と

う

い

と

う

    

正

勝

正

勝

正

勝

正

勝

    

 

新

駅

は

24

年

３

月

に

開

業

。

こ

の

秋

か

ら

は

駅

舎

の

基

礎

工

事

が

始

ま

る

。

武

蔵

野

操

車

場

の

跡

地

（

30

ha

）

に

つ

い

て

は

、

業

務

用

、

住

宅

用

（

戸

建

と

中

層

）

そ

れ

に

駅

周

辺

の

商

業

エ

リ

ア

な

ど

の

地

区

計

画

に

沿

っ

て

鉄

道

運

輸

機

構

が

84

億

円

を

投

入

し

て

基

盤

の

整

備

。

調

整

池

や

域

内

の

道

路

、

南

側

（

西

）

駅

前

広

場

等

の

工

事

が

進

ん

で

い

る

。

６

月

議

会

で

は

北

側

（

東

）

駅

前

広

場

や

周

辺

開

発

地

域

に

予

定

さ

れ

て

い

る

旧

JR

グ

ラ

ン

ド

（

２

，

８

ha

）

の

取

り

扱

い

や

「

周

辺

開

発

」

を

め

ぐ

る

譲

渡

の

実

状

に

つ

い

て

質

問

し

ま

し

た

。

 

 
 

 

学

校

法

人

が

５

ｈ

ａ

 

取

得

後

に

転

売

 

 

市

長

や

担

当

部

長

は

▽

学

校

法

人

へ

の

農

地

の

譲

渡

、

そ

の

後

の

転

売

に

つ

い

て

は

確

認

し

て

い

る

▽

平

成

10

年

～

14

年

頃

の

こ

と

▽

５

ha

程

度

だ

と

思

う

▽

そ

の

後

そ

れ

ら

の

農

地

は

全

部

転

売

さ

れ

て

い

る

よ

う

だ

と

答

弁

。

仮

登

記

の

ま

ま

転

売

さ

れ

、

購

入

者

は

少

な

く

と

も

40

人

前

後

に

達

し

て

い

る

模

様

。

周

辺

地

区

（

63

ha

）

の

地

権

者

は

２

８

９

人

と

か

。

『

周

辺

地

区

』

は

吉

川

市

が

22

年

度

中

の

都

市

計

画

決

定

を

目

指

し

、

直

営

の

公

共

施

工

で

開

発

整

備

を

表

明

し

て

い

る

用

地

。

民

間

の

取

引

き

で

あ

り

法

律

に

違

反

す

る

も

の

で

は

な

い

と

さ

れ

る

も

の

の

、

事

業

費

に

市

税

を

一

部

投

入

す

る

事

態

も

予

想

さ

れ

、

市

民

の

不

信

や

反

発

は

ま

ぬ

が

れ

な

い

状

況

。

今

後

と

も

チ

ェ

ッ

ク

を

続

け

ま

す

が

、

多

く

の

人

々

の

「

鋭

い

眼

」

を

と

願

っ

て

い

ま

す

。

 

 

旧

Ｊ

Ｒ

グ

ラ

ン

ド

は

ー 

 
 

旧

JR

グ

ラ

ン

ド

は

去

年

の

夏

２

万

６

千

５

百

円

／

㎡

の

〝

時

価

〟

で

吉

川

市

に

譲

渡

さ

れ

ま

し

た

。

新

駅

前

で

す

の

で

整

備

後

は

４

～

６

倍

の

価

値

創

出

に

な

り

そ

う

。

武

操

跡

地

も

グ

ラ

ン

ド

も

JR

の

有

休

地

。

一

体

で

考

え

れ

ば

新

駅

建

設

の

吉

川

市

負

担

分

「

15

億

円

」

は

軽

く

捻

出

で

き

、

お

釣

り

が

で

る

計

算

で

す

。

市

長

は

質

問

に

答

え

て

旧

JR

グ

ラ

ン

ド

は

「

周

辺

開

発

」

の

エ

リ

ア

と

位

置

づ

け

て

お

り

、

武

操

跡

地

と

は

別

の

扱

い

に

し

て

い

る

と

明

言

。

用

地

は

開

発

公

社

が

保

持

し

、

北

口

広

場

の

用

地

に

つ

い

て

は

暫

定

的

に

３

，

０

０

０

㎡

を

市

が

借

用

す

る

こ

と

に

。

目

を

こ

ら

す

と

市

長

は

少

な

く

と

も

「

15

億

円

」

を

「

周

辺

開

発

」

に

補

助

す

る

意

向

―

。

そ

ん

な

姿

に

も

見

え

ま

す

が

ー

。

 

 

新

設

小

学

校

用

地

 

取

得

費

節

減

を

！

 

 

駅

南

に

25

年

度

小

学

校

を

新

設

。

市

教

委

は

23

年

度

中

に

都

市

再

生

機

構

か

ら

用

地

を

購

入

予

定

。

推

計

で

19

億

円

程

度

と

見

て

い

る

と

の

答

弁

。

広

大

な

用

地

の

一

括

購

入

で

あ

り

「

交

渉

力

」

を

発

揮

す

る

よ

う

に

、

５

％

で

も

一

億

円

前

後

の

節

減

に

な

る

と

強

調

し

て

お

き

ま

し

た

。

き

よ

み

野

（

小

学

校

建

設

中

止

）

の

場

合

は

開

発

利

益

の

還

元

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

〝

半

分

〟

の

価

格

で

譲

渡

の

事

前

の

取

り

決

め

も

あ

り

ま

し

た

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 



＜国の行方を左右＞
参議院議員選挙が公示されました。投票日は７月 11 日 (日 )です。去年
8 月の総選挙では歴史的政権交代が実現しました。一票の集積が政治
の主役を変え、世の中の空気を一変させました。しかし喝采の中で発
足した鳩山内閣は政策以前の政治資金問題と統治、運営の稚拙さによ
って 8 ヶ月余でついえ去りました。トップの顔を変え化粧直しの民主
党を信任し、引き続き国政を委ねるのか。それともそれをチェックし
多様な意見や立場を反映させる議会の構成をのぞむのか。民主党が単
独で過半数を得ることになれば、自民党全盛期以来の久々の本格政権
の誕生ということになります。そうでない場合は各党の消長によって
連立の組み直しなどの変化を生むことにもなります。リーマンショッ
ク、ギリシャの破綻。中国の台頭、格差と貧困。少子、高齢化等々－。
内外とも課題は山積。国際社会に貢献し、安全、安心の日本をどう構
築するのか。「強い経済、強い財政、強い社会保障」―具現化の道筋
や手立てはどうなのか。どの政党に託すのか、誰に信頼を寄せるのか。
その選択と判断が問われる重要な一票の行使です。

＜未来を一緒に創る＞
去年夏の衆議院議員の総選挙。吉川市民の投票率は 63,8％でした。

この 10 年間の各種選挙の中では一番高い数字ですが、3 年前の参議院
議員選挙は 53.4％にとどまっています。総選挙では 3 人に一人が、参
議院議員選挙では半数ちかくが権利を放棄、なかでも若い年代層の関
心の低さが目立っています。今年の大河ドラマは「龍馬伝」。ご覧に
なっている方も大勢いると思いますが、土佐の下級武士「龍馬」が出
会いと見聞を重ねながら、時代の潮流を見据えて考え、行動し駆け抜
けていくー。その回天の明治維新から 140 年余。太平洋戦争の敗戦か
ら 65 年が過ぎました。男女同権、全国民平等の投票の権利。今の議
会制民主主義の基盤が整ったのは終戦を経てからのことです。維新、
終戦につぐ第 3 の変革期―成熟した社会と経済。一票の積み重ねが閉
息感を打破し、未来への流れを創り出す一歩となります。「投票」は
社会参加の意思表示。いまを生きる成人の責務と言えます。期日前投
票の制度もあります。
若い人々へ―
背を向けないでどうか足を運んで下さい。(いとう)

編
集
後
記

地
域
情
報
サ
イ
ト｢

ま
い
ぷ
れ｣

に
興

味
深
い
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
６
月
の

水
道
週
間(

１
日
～
７
日)

に
、
水
道
課
長

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
で
す
。

吉
川
市
の
水
道
は
、
県
の
浄
水
場
か
ら

送
ら
れ
て
く
る｢

県
水｣

と
市
内
４
箇
所

の
井
戸
か
ら
取
水
し
た｢

地
下
水｣

を
ブ

レ
ン
ド
し
て
配
水
し
て
い
る
。
ブ
レ
ン
ド

の
比
率
は
、
県
水
86
に
対
し
地
下
水
14
。

県
水
は
、
新
三
郷
浄
水
場
の
高
度
浄
水

処
理
施
設
が
今
年
４
月
に
稼
動
し
、
高
度

処
理
さ
れ
た
水
が
、
６
月
か
ら
吉
川
に
も

給
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
度
浄
水
処
理
さ
れ
た
水
は
、
カ
ビ

臭
、
カ
ル
キ
臭
を
抑
え
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ

ン
の
発
生
も
抑
制
さ
れ
た
も
の
。

市
内
の
南
配
水
場
は
一
〇
〇
％
、
会
野

谷
浄
水
場
に
は
約
60
％
の
割
合
で
配
水

さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
よ
り
さ
ら
に
お
い

し
く
、
安
全
な
水
が
蛇
口
か
ら
出
て
く
る

の
で
、
ぜ
ひ
冷
や
し
て
飲
ん
で
み
て
下
さ

い
。
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
水
道
水
は
１
リ
ッ
ト
ル
の

値
段
は
17
銭
だ
そ
う
で
す
。

冷
蔵
庫
に
、
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
並

ん
で
い
る
ご
家
庭
も
、
ぜ
ひ
お
試
し
を
。

フ
ッ
化
物
素
添
加
の
水
は
ご
め
ん
で
す

が
、
お
い
し
い
水
は
大
歓
迎
で
す
。

(

い
な
が
き)


